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笠
　
原
　
秀
　
樹

越
前
町
議
会
議
長

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
越
前
町
議
会

を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族

お
揃
い
で
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
3
月
、
4
年
に
一
度
の
当
町
選
挙
が
執

行
さ
れ
、
町
議
会
は
新
人
を
含
め
て
の
新
し
い

構
成
で
、
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
旧
年
中
は
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
心
か
ら
深
く
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
、
昨
年
も
一
年
間
を
通

し
て
社
会
、
経
済
、
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
年
末
に
は
新
た
な
変
異
株
の

発
生
に
よ
り
再
拡
大
の
懸
念
が
増
し
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
3
回
目
の
前
倒
し
が
進
め
ら
れ
る
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
対
策
の
徹
底
が
必
要
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
感
染
症
拡
大
の
影
響
等
に
よ
り
、

史
上
初
の
延
期
と
な
っ
た
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
、
日
本
全
国
が
大
き
な
感
動
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
特
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

に
お
い
て
は
、
総
メ
ダ
ル
獲
得
数
が
過
去
最
多
、

更
に
女
子
種
目
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
が
史
上
最
多

と
な
る
な
ど
女
性
選
手
の
活
躍
が
際
立
ち
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
は
、
多
様
性
と

調
和
と
い
う
理
念
の
中
、
選
手
た
ち
の
躍
動
に

心
が
震
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
も
日
本
各
地
で
、
豪
雨
な
ど
に

よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
1
月
の
大
雪
、

7
月
29
日
の
記
録
的
大
雨
に
よ
り
、
大
き
な
被

害
が
発
生
し
て
お
り
、
被
災
さ
れ
た
方
に
は
、

一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
被

災
家
屋
の
後
片
付
け
な
ど
に
は
、
町
内
か
ら
多

く
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
き
、
大
変
心
強
く
思
う
と
と
も
に
、
災
害

対
策
の
推
進
と
復
旧
体
制
整
備
の
必
要
性
を
再

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
内
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
6
月
に

は
、
プ
ロ
野
球
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
玉
村
投
手

が
待
望
の
プ
ロ
初
勝
利
を
挙
げ
、
年
間
を
通
し

て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
角
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
に
お
い
て
、
男
子
代
表
の
三
谷
選
手
、
渡

辺
選
手
、
女
子
代
表
の
野
村
選
手
が
、
日
本
代

表
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
越
前

町
出
身
の
若
い
力
が
躍
動
し
た
年
で
あ
り
、
多

く
の
町
民
に
感
動
と
誇
り
を
、
そ
し
て
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

青
　
柳
　
良
　
彦

越
前
町
長

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
ご
健

勝
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
3
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
第
3

代
越
前
町
長
と
し
て
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
、
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
町
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
年
明
け
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
で
猛
威
を

振
る
い
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
制
約
が
課

せ
ら
れ
る
な
ど
、
多
難
な
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
7
月
か
ら
9
月
に
か
け

て
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
無
観
客
で

あ
り
な
が
ら
も
、
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
、

記
憶
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
10

月
に
は
岸
田
文
雄
自
民
党
総
裁
が
第
百
代
内
閣

総
理
大
臣
に
就
任
し
、
第
1
次
岸
田
内
閣
が
発

足
し
ま
し
た
。
追
っ
て
、
第
49
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
第
2
次
岸
田
内
閣
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
目
を
移
し
ま
す
と
、
昨
年
は
1
月
早
々

に
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
町
内
各
地
に
お
い
て
交

通
網
の
混
乱
が
生
じ
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
7
月

に
は
、
朝
日
地
区
を
中
心
に
記
録
的
大
雨
と
な

り
、
家
屋
の
床
上
・
床
下
浸
水
を
は
じ
め
、
農
地

や
道
路
に
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
地
域
住
民

の
方
々
に
は
大
変
な
ご
苦
労
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
、
改
め
て
自
然
災
害
の
怖
さ
と
危
機
管

理
意
識
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
男
女
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
お
い
て
、
本
町

出
身
の
3
人
が
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
選
出
さ
れ
、
本
町
始
ま
っ
て
以
来
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
選
手
が
誕
生
す
る
と
い
う
、
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月

に
は
、
か
に
漁
が
解
禁
と
な
り
、
初
セ
リ
に
お

い
て
越
前
が
に
の
最
高
峰
「
極
」
が
過
去
最
高

の
高
値
を
記
録
し
て
話
題
と
な
り
、
改
め
て
越

前
が
に
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
強
力
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
本
町

出
身
の
大
学
生
な
ど
に
対
す
る
生
活
支
援
や
、

売
り
上
げ
が
激
減
し
て
い
る
越
前
焼
窯
元
と
中

小
企
業
者
等
へ
の
事
業
継
続
支
援
な
ど
を
行
う

ほ
か
、
子
ど
も
の
医
療
費
負
担
へ
の
支
援
拡
充

な
ど
、
子
育
て
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
て
き
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
体
系
の
見
直
し
を
図
り
ま

す
。
加
え
て
、
新
婚
世
帯
へ
の
生
活
支
援
や
、

住
宅
を
新
築
購
入
し
た
方
々
へ
の
経
済
的
支
援

を
行
う
な
ど
、
少
子
化
対
策
、
定
住
促
進
対
策

の
充
実
を
図
り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
小
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
各
学
校
下
に
お
い
て
開
催
し
た
住
民
説

明
会
で
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
も
と

に
、
よ
り
良
い
形
で
再
編
が
進
む
よ
う
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
財
政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
推
進
し
、
地
元
特
産
品
を
使
っ

た
返
礼
品
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
全

国
に
越
前
町
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
農
林
水
産
業
や
商
工
業
な
ど
、
地
域
産
業
の

活
性
化
に
も
全
力
で
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な

「
人
に
や
さ
し
く　

地
域
に
や
さ
し
い　

ま
ち

づ
く
り
」
を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
進
め
て
参

る
所
存
で
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
格
段
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や

感
染
症
な
ど
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、
こ

れ
に
呼
応
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要

も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、現
実
に
は
、

地
方
交
付
税
の
減
少
や
税
収
の
増
加
が
見
込
め

な
い
な
ど
町
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
町
の
実
情
に
応
じ
た
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
の
抑
制
、
小
中
学
校
の
再
編
、
新
幹

線
開
業
に
応
じ
た
2
次
交
通
体
制
の
整
備
、
福

祉
の
充
実
、
防
災
対
策
な
ど
多
く
の
事
業
を
的
確

に
行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
、
持
続
的
に

提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
昨
年
の
改
選
に
よ
り
町
執
行
機
関
も
新
し
く

な
り
、
今
後
、
新
た
な
施
策
も
展
開
さ
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
町
の
政
策
決
定
の
審
議
の
過

程
に
お
い
て
、
執
行
機
関
の
監
視
、
チ
ェ
ッ
ク

に
努
め
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
使
命
と
職
責
を

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
に

努
力
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
役
場
庁
舎
内
に
お
い
て
、
議
会

の
映
像
配
信
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
や
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
の
配
信
を
実
施
し
、
開
か
れ
た
議
会
、
見

え
る
議
会
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
、

そ
し
て
希
望
に
満
ち
た
年
と

な
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新年のごあいさつ
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11
月
21
日
、
劔
神
社
で
、
織
田
信
長
時
代
行

列
の
写
真
撮
影
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
行
列
は
、
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ

る「
織
田
ま
つ
り
」の
行
事
と
し
て
令
和
元
年
か

ら
行
わ
れ
、
織
田
地
区
の
小
中
学
生
が
信
長
な

ど
の
戦
国
武
将
に
扮
し
て
練
り
歩
く
も
の
で
す
。

　
今
年
は
「
第
29
回
織
田
信
長
サ
ミ
ッ
ト
」
の

越
前
町
で
の
開
催
に
合
わ
せ
、
衣
装
を
新
調
し

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
サ
ミ
ッ
ト
お
よ
び
織
田
ま
つ
り
が
中
止
に

な
っ
た
た
め
、
撮
影
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
お
祓
い
の
あ
と
に
衣
装
が
お
披
露

目
さ
れ
、
多
く
の
観
客
が
勇
姿
を
写
真
に
収
め

て
い
ま
し
た
。

織
田
信
長
時
代
行
列
　
撮
影
会

　
第
44
回
西
日
本
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大

会
が
滋
賀
県
の
Ｏ
Ｓ
Ｐ
ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
の
み
な

さ
ん
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
・
21
日
に
開
催
さ
れ
た
中
学
生
の

部
に
は
、
朝
日
中
学
校
男
女
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
織

田
中
学
校
男
女
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

女
子
の
部
の
決
勝
戦
は
町
内
対
決
と
な
り
、

コ
ー
ト
上
で
は
激
し
い
闘
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
男
子
の
部

　
　
準
優
勝　
織
田
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

　
　
第
3
位　
朝
日
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

　
女
子
の
部

　
　
優
　
勝　
朝
日
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

　
　
準
優
勝　
織
田
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

　
11
月
27
日
・
28
日
に
開
催
さ
れ
た
小
学
生
の

部
に
は
、朝
日
、常
磐
、糸
生
、Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

男
女
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
女
子
の
部
の
決
勝
戦
は
Ｓ
Ｏ
戦
に
も
つ
れ
込

む
熱
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
優
勝
ま
で
あ
と
1

歩
の
と
こ
ろ
で
涙
を
の
む
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
女
子
の
部

　
　
準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
44
回
西
日
本
小
学
生
・
中
学
生
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

　
11
月
23
日
、
敦
賀
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

で
第
40
回
敦
賀
市
長
旗
争
奪
福
井
県
少
年
剣
道

錬
成
敦
賀
大
会
が
開
か
れ
、
団
体
の
部
で
越
前

少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
第
3
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
第
3
位

　
　
先　
鋒　
岩
﨑　
吏
生
（
城
崎
小
6
年
）

　
　
次　
鋒　
明
石　
尚
大
（
城
崎
小
6
年
）

　
　
中　
堅　
山
口　
海
司
（
四
ヶ
浦
小
6
年
）

　
　
副　
将　
荒
木　
駿
平
（
四
ヶ
浦
小
6
年
）

　
　
大　
将　
山
本　
優
心
（
城
崎
小
6
年
）

　
ま
た
、
11
月
28
日
、
町
立
朝
日
中
学
校
体
育

館
で
第
44
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流

大
会
福
井
県
予
選
会
が
開
か
れ
、
県
内
の
小
中

学
生
１
７
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
団
体
戦

交
流
の
部
で
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
準
優
勝
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
準
優
勝

　
　
先　
鋒　
作
藤　
龍
海
（
四
ヶ
浦
小
4
年
）

　
　
次　
鋒　
岩
﨑　
吏
生
（
城
崎
小
6
年
）

　
　
中　
堅　
山
口　
海
司
（
四
ヶ
浦
小
6
年
）

　
　
副　
将　
荒
木　
駿
平
（
四
ヶ
浦
小
6
年
）

　
　
大　
将　
山
本　
優
心
（
城
崎
小
6
年
）

越
前
町
の
少
年
剣
士
頑
張
っ
て
い
ま
す
！！

▲上位入賞した朝日中学校と織田中学校の男女各チームのみなさん

▲越前少年剣道クラブのみなさん

▲準優勝に輝いた朝日ホッケースポーツ少年団のみなさん

▲敦賀大会の様子

　
11
月
27
日
、
福
井
県
営
体
育
館
で
会
員
の
健

康
増
進
と
友
好
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
第
64
回
福
井
県

婦
人
体
育
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
県
内
7
市
町
の
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、「
人

生
い
ろ
い
ろ
」、「
お
掃
除
上
手
」、「
捜
し
物
は
何

で
す
か
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
タ
イ
ト
ル
の
競
技

を
含
む
6
つ
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
2

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
市
町
対

抗
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
越
前
町

連
合
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
が
、
抜
群
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
よ
り
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

福
井
県
婦
人
体
育
祭
　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
優
勝

越
前
町
連
合
婦
人
会

　
12
月
5
日
、
第
42
回
鯖
江
地
区
少
年
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
神
明
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ほ
か
2
会
場
で
開
催
さ
れ
、
町
内
7
チ
ー

ム
を
含
む
、
25
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
5
年
生
以
下
が
出
場
す
る
Ｂ
チ
ー
ム
の

部
で
は
、
参
加
16
チ
ー
ム
の
中
で
朝
日
地
区
の

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

優
勝
に
輝
き
、
宮
崎
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
Ｂ
チ
ー
ム
の
部
（
５
年
生
以
下
）

　
　
優
　
勝　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ
Ｊ
Ｖ
Ｃ

　
　
第
3
位　
宮
崎
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
42
回
鯖
江
地
区
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▲SUNBOYSJVCのみなさん

▲少年少女隊のみなさん▲鉄砲隊のみなさん

▲撮影を前に集中する様子

▲越前町連合婦人会のみなさん
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11
月
17
日
、
福
井
県
生
活
学
習
館
で
福
井
県

交
通
安
全
県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、3
名
が
交
通

安
全
功
労
者
等
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
毎
月
1
日
の
越

前
町
民
交
通
安
全
の
日
や
四
季
の
交
通
安
全
県

民
運
動
で
の
街
頭
指
導
を
始
め
、
越
前
町
で
の

交
通
安
全
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
三
方
は
、「『
交
通
事
故
ゼ
ロ
越
前
町
』
を

目
指
す
に
は
、
地
道
な
交
通
安
全
活
動
や
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
み
ん
な
が
交
通
マ
ナ
ー
を
守

る
こ
と
で
実
現
す
る
。
事
故
の
な
い
越
前
町
を

目
指
し
て
、
今
後
も
地
域
の
交
通
安
全
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
活
動
を
続
け
、
交
通

事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
一

助
と
な
り
た
い
。」
と
受
賞
の
喜
び
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
等
知
事
表
彰
受
賞

鯖
江
交
通
安
全
協
会
織
田
分
会

　

小 

辻  

壽 

之
さ
ん
（
織
田
）

　
活
動
年
数　
27
年

　
主
な
活
動　
◦
街
頭
指
導
活
動

　
　
　
　
　
　
◦
交
通
安
全
広
報
活
動

　
　
　
　
　
　
◦
交
通
安
全
茶
屋
の
開
設　
な
ど

越
前
町
交
通
指
導
員

　

飛 

田  

宏 

之
さ
ん
（
西
田
中
）

　
活
動
年
数　
33
年

　
主
な
活
動　
◦
街
頭
指
導
活
動

　
　
　
　
　
　
◦
交
通
安
全
教
室
へ
の
参
加

　
　
　
　
　
　
◦
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
通
誘
導　
な
ど

越
前
町
交
通
指
導
員

　

近 

藤  

時 

雄
さ
ん
（
樫
津
）

　
活
動
年
数　
18
年

　
主
な
活
動　
◦
街
頭
指
導
活
動

　
　
　
　
　
　
◦
交
通
安
全
教
室
へ
の
参
加

　
　
　
　
　
　
◦
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
通
誘
導　
な
ど

　
11
月
20
日
、
越
前
建
設
業
協
会
の
み
な
さ
ん

が
朝
日
地
区
の
道
路
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
25
人
が
参
加
し
、
お
揃
い
の
ビ
ブ

ス
を
着
て
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
、
ま
た
落
ち
葉
な
ど
を
丁
寧
に
拾
い
集

め
ま
し
た
。

　
活
動
中
に
は
近
隣
住
民
と
挨
拶
を
交
わ
し
た

り
、
会
話
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
感
じ
る
一
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
同
会
は
今
年
の
1
月
に
結
成
さ
れ
、
今
回
が

初
め
て
の
社
会
奉
仕
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
会

広
報
担
当
者
は
「
今
後
も
い
ろ
ん
な
活
動
を
企

画
し
て
、
地
域
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

社
会
奉
仕
活
動
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

　
11
月
5
日
、
澤
善
英
さ
ん
（
小
樟
区
）
が
社

会
教
育
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
社
会
教

育
の
振
興
に
貢
献
し
、
顕
著
な
功
績
を
納
め
た

人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
全
国
で

１
１
０
名
、
福
井
県
で
2
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
澤
さ
ん
は
、
平
成
10
年
か
ら
社
会
教
育
委

員
と
し
て
、
本
町
社
会
教
育
の
振
興
や
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
貢
献
さ
れ
、
特
に
青
少
年
の
健
全

育
成
に
力
を
注
ぎ
、
子
ど
も
の
地
域
活
動
を
推

進
す
る
事
業
へ
の
熱
心
な
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
社
会
教
育
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

　
12
月
16
日
、
公
益
社
団
法
人
福
井
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
と「
越
前
町
に
お
け
る
空
き
家・

空
き
地
情
報
バ
ン
ク
事
業
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、
公
益
社
団
法
人

福
井
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
連
携
・
協
力

し
て
、
空
き
家
お
よ

び
空
き
地
の
管
理
不

全
の
未
然
防
止
、
管

理
の
適
正
化
、流
通・

活
用
等
の
空
き
家
お

よ
び
空
き
地
に
関
す

る
対
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

「
空
き
家
・
空
き
地
情
報
バ
ン
ク
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

～
福
井
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
～

▲県宅建協会の山下会長（左）と青柳町長（右）

　
11
月
13
日
、
宮
崎
中
学
校
親
子
研
修
会
で
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
笹
川
綾
香
隊
員
が「
ふ
る
さ

と
を
知
り
、
故
郷
を
考
え
る
」と
い
う
演
題
で
生

徒
や
保
護
者
に
向
け
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
笹
川
隊
員
は
令
和
3
年
4
月
に
越
前
町
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
任
命
さ
れ
、「
移
住
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
し
て
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

移
住
・
定
住
に
関
す
る
事
業
の
推
進
や
町
外
者

の
視
点
を
活
か
し
た
情
報
発
信
や
移
住
相
談
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
講
演
で
は
、「
魅
力
を
伝
え
る
に
は
、
ま
ず
自

分
が
よ
く
知
る
こ
と
」
と
、「
生
徒
た
ち
が
将
来

越
前
町
の
魅
力
を
広
め
る
に
は
、
自
分
自
身
が

越
前
町
を
よ
く
知
り
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
い

う
思
い
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　
講
演
後
に
生
徒
た
ち
は
、
越
前
町
に
は
ど
の

よ
う
な
魅
力
が
あ
る
か
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
、
笹
川
隊
員
や
保
護
者
に
向
け
て

「
陶
芸
な
ど
の
文
化
が
盛
ん
」 「
食
べ
物
が
お
い

し
い
」な
ど
、越
前
町
の
魅
力
を
発
表
し
ま
し
た
。

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

地
方
に
都
市
部
の
人
材
を
受
け
入
れ
、
地
域

協
力
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
活
性

化
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
へ
の
定
住
・
定

着
を
目
指
す
制
度

で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た

　
11
月
23
日
、
し
い
た
け
と
移
住
に
興
味
が
あ

る
人
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。今
年
度
の
第
2
回
目
は
、

コ
コ
ク
ル
ー
の
メ
ン
バ
ー
で
農
家
の
松
島
孝
治

さ
ん（
糸
生
地
区
）と
主
婦
の
方
々
に
ゲ
ス
ト

出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
基
本
的
な
し
い
た
け
の
知

識
に
つ
い
て
、
早
朝
に
収
穫
し
た
て
の
し
い
た

け
を
披
露
し
な
が
ら
お
話
し
さ
れ
、
主
婦
か
ら

の
質
問
に
対
し
て
は
、
し
い
た
け
の
こ
だ
わ
り

や
魅
力
な
ど
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、
参
加

者
も
興
味
津
々
で
し
た
。

コ
コ
ク
ル
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た▲ Zoomを使ってトークをする

　松島孝治さん（左）と主婦の方々

※
コ
コ
ク
ル
ー
と
は

越
前
町
へ
の
若
者
の
誘
致
活
動
や
町
の
魅
力

発
信
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
移
住
促

進
活
動
を
す
る
団
体
で
す
。

▲澤善英さん▲ごみや落ち葉などを丁寧に拾い集める様子▲越前町の魅力を発表する生徒たち ▲地域おこし協力隊の笹川さん
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制度名 商工業育成資金
利子補給制度

創業支援対策事業
利子補給制度

中小企業退職金共済制度
加入促進補助制度

越前町中小企業者等
事業継続支援金

対象者

1	町内で同一事業を1年以
上経営しているもの

1	資本金もしくは出資金
が3,000万円以下または
従業員が100人以下の
会社および個人

1	町内に事業所を有する中
小企業者で雇用する従業
員について、「中小企業退
職金共済制度」に新たに
加入し、契約月から起算
して12か月分の掛金を
納入したもの

1	町内に事業所を有する個
人事業主または中小事業
者等

2	町内の商工会員、越前焼
工業協同組合員および
準組合員であるもの

2	町内の商工会員で、国、
県および公庫などの制度
資金または金融機関の融
資を受けている人で商工
会の審査を得たもの

2	町税を完納しているもの 2	福井県中小企業者等事業
継続支援金の給付を受け
たもの

3	町税を完納しているもの 3	町内に本社または本店を
有するもの

3	申請日時点で事業を継
続しているもの

4	町の健全な発展に貢献し
ていると認められるもの

4	町税を完納していること 4	越前町暴力団排除条例
第2条第1号に規定する
暴力団でないこと

対象と
なる制度
資金

1	福井県制度資金 1	店舗または工場の新設お
よび運転資金、設備資金

− −

2	日本政策金融公庫貸付 2	新規部門の導入を行う
店舗または工場の増築
または改築および運転
資金、設備資金

3	福井県商工貯蓄共済制
度資金

利子補給額
または
補給金の額

借入金額の0.3%以内
（対象借入限度額	1,000万円）

融資を受けた資金に対す
る支払利子額の1/2以内
⃝新規事業導入の限度額
	 借入限度額3,000万円、
年利4%（3年以内）

⃝新部門導入の限度額
	 借入限度額1,000万円、
年利3%（2年以内）

契約締結時の共済掛金月
額の12か月分の20%

1	事業者につき5万円
	（1回限り）

申請書	
提出先

商工会員は、越前町商工会
越前焼工業協同組合員およ
び準組合員は、越前焼工業
協同組合

越前町商工会 越前町商工観光課 越前町商工観光課

提出期限 1月10日（月） 1月10日（月） 1月31日（月） 1月31日（月）

越前町商工業支援制度の提出期限がせまっています

問合せ先　商工観光課　☎34‒8720

　現在ある空き家情報バンク制度に空き地情報バンク制度が追加されました。空
き地情報バンク制度とは、空き地の賃貸・売却を希望する所有者から登録された情
報を、町のホームページで公開し、空き地の利用を希望する人に提供するものです。
　町内に空き家および空き地を所有し、有効活用を検討されている人は、ぜひ空
き家・空き地情報バンクへの登録をお願いします。

※バンクに掲載できる物件
空き家…居住を目的として建築された現に居住していない、または近く居住しなくなる予定の一

戸建住宅およびその敷地ならびに空き家に附属している物件
空き地…町内に在し、現に使用されていない更地で、売買および賃貸が可能な土地。ただし、

民間事業者が住宅用地の分譲等を目的として所有し　造成を行った土地を除く。

貸 借

②物件確認

③仲介業者の
　選定依頼

④業者の募集

情報交換

⑤媒介契約

⑨契約の締結

⑦問合せ

①物件登録申請
⑥ホームページで
　情報提供

⑧連絡調整・交渉

越前町
空き家・空き地
情報バンク

福井県
宅建協会

宅地建物取引業者
（仲介業者）

空
き
家
・
空
き
地
所
有
者

（
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
人
）

空
き
家
・
空
き
地
利
用
希
望
者

（
買
い
た
い
・
借
り
た
い
人
）

空き家・空き地情報バンク利用上の注意事項
■	登録申込みいただいた物件は、宅地建物取引業者が現地調査し、媒介契約を締結した後、　
「空き家・空き地情報バンク」に登録します。

■	契約交渉は媒介業者が仲介を行い、成約となった場合には宅地建物取引業法に基づく仲介
手数料が発生します。

登録から成立までの流れ

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

空
き
地

空
き
地
情
報
バ
ン
ク
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

情
報
バ
ン
ク
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

●❶空き家および空き地所有者が町へ、空き
家・空き地情報バンク登録を申請します。

●❷町が物件の確認を行います。

●❸町は、公益社団法人福井県宅地建物取引
業協会へ仲介業者の選定を依頼します。

●❹公益社団法人福井県宅地建物取引業協会
は、会員から仲介業者を募集します。

●❺仲介業者は、物件を調査し、売却、賃貸
の条件等について空き家および空き地所
有者と協議し、空き家および空き地所有
者と仲介業者で媒介契約を締結します。

●❻町は、媒介契約が済んだ物件に問題がな
ければ、空き家・空き地情報バンクに登録
し、ホームページで情報を提供します。

●❼空き家・空き地利用希望者は、ホームペー
ジで物件を選んでいただき、町または仲
介業者へ問合せします。

●❽仲介業者は、空き家・空き地利用希望者と
連絡調整の上、交渉を行います。

●❾当事者間の合意により契約します。

　福井県選挙管理委員会、各市町選挙管理委員会などが主催して、明るい選挙
の啓発を目的に募集した「明るい選挙啓発ポスター作品」の入賞者を紹介します。

　明るい選挙啓発ポスターコンクール入賞者を紹介します

小学校の部
　銅　賞　高野　仁瑚（朝日小6年）
　佳　作　赤松　海音（朝日小6年）
　佳　作　山本　紗矢（朝日小6年）
　佳　作　中西　海椿（宮崎小6年）
　佳　作　山内　一穂（宮崎小6年）

問合せ先　越前町選挙管理委員会　☎34-8700

中学校の部
　佳　作　藤野柊太朗（朝日中2年）

▲高野仁瑚さんの作品
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ワン

マイナちゃんの　ポイントマイナンバー　休日窓口のお知らせ
今月のマイナンバーカード休日窓口は23日（日）、夜間延長窓口は、5日（水）、14日（金）です。
ご予約は、住民環境課へお電話（☎34–8708）、または予約専用ホームページからお願いします。

マイナいま マイナンバーカードニュース『マイナいま』
新型コロナウイルスワクチンの接種証明書が、スマートフォンのアプリで取得できるようになりました。アプリでの
取得には、マイナンバーカードが必要です。3回目の接種が始まる前にマイナンバーカードの取得をお願いします。

男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら ｖｏｌ.62

　

11
月
12
日
〜
25
日
の
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
に
合
わ
せ
、

越
前
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

皆
さ
ん
が
街
頭
啓
発
を
行
い
、「
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
」こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

12
月
4
日
〜
10
日
の
人
権
週
間
に
合
わ

せ
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
福
井
県
人
権
作
文
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
な
ど

を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
展
示
を
通

し
て
、
差
別
や
偏
見
の
目
を
持
た
な
い
こ

と
、
人
権
尊
重
に
つ
い
て
の
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

問
合
せ
先　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室　

☎
３
４–

８
７
１
５

啓
発
月
間
の
活
動
紹
介

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
『
接
種
証
明
書

（
国
内
用
・
海
外
用
）
』が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
が
提
供
す
る
専
用
の
ア
プ
リ
か
ら
申
請
を

す
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
に
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
、
役
場
に
来
る
こ
と
な
く
手
続
き
が

で
き
る
た
め
大
変
便
利
で
す
。

　

な
お
、
国
内
で
は
紙
の
『
接
種
済
証
』
も
こ

れ
ま
で
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
『
接

種
済
証
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
取
得
に
必
要
な
も
の

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ｉ
Ｏ
Ｓ
13
．7
以
降
も
し

く
は
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
Ｏ
Ｓ
8
．0
以
降
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
読
み
と
れ
る
端
末
）

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
（
券
面

入
力
補
助
用
の
４
桁
の
暗
証
番
号
）

◦
パ
ス
ポ
ー
ト
（
海
外
用
の
接
種
証
明
書
が
必

要
な
場
合
の
み
）

問
合
せ
先

　
健
康
保
健
課

　
☎
３
４‒

８
７
１
０

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書（
電
子
版
）が

取
得
で
き
ま
す

　
1
月
26
日
は
、
昭
和
24
年
、
世
界
最
古
の
木

造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損
し

た
日
に
あ
た
り
ま
す
。
昭
和
30
年
に
文
化
庁
と

消
防
庁
は
、
文
化
財
を
火
災
・
震
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
こ
の
日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
文
化
財
は
町
の
宝
で
す
。
文
化
財
を
守
る
た

め
、
地
域
の
文
化
財
防
災
に
つ
い
て
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

1
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
県
シ
ニ
ア
人

材
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
仕
事
を
探
す

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
商
談
会
お
よ
び
相
談
会

で
は
、
シ
ニ
ア
の
働
き
手
を
求
め
て
い
る
企
業

の
採
用
担
当
者
と
直
接
話
が
で
き
ま
す
。

　
事
前
に
予
約
し
た
人
を
優
先
で
案
内
し
ま
す
。

日　
　
時　
2
月
24
日
㈭　
午
後
1
時
〜
4
時

場　
　
所　
越
前
市
文
化
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

　
福
井
県
シ
ニ
ア
人
材
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
６‒

４
３‒

０
８
８
１

　
火
曜
日
〜
金
曜
日　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　
土
曜
日　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

シ
ル
バ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
＆
シ
ニ
ア
就
職
相
談
会

問合せ先    福祉課　☎34‒8725

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！第9回

斜めに構えた左手の下で立てた右手2指を半回転させる。斜めに構えた左手の下で立てた右手2指を半回転させる。

指を上に向けてつまんだ両手5指を上へあげながら開く。指を上に向けてつまんだ両手5指を上へあげながら開く。

おめでとう

家　族

　
ご
み
減
量
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
生
ご
み

処
理
容
器
と
家
庭
用
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器

　
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
や
密
閉
バ
ケ
ツ
を
購
入
し

た
町
内
の
個
人
や
団
体
に
購
入
費
用
の
3
分
の

2
以
内
（
百
円
未
満
切
捨
）
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
限
度
額

　
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器　
1
万
円（
1
個
に
つ
き
）

　
密
閉
バ
ケ
ツ　
　
　
2
千
円（
1
個
に
つ
き
）

申
請
時
必
要
物
な
ど

　
印
鑑
、通
帳
、購
入
を
証
す
る
書
類（
領
収
書
）

※
生
ご
み
処
理
容
器
の
補
助
金
は
、
商
品
を
購

入
し
た
後
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

　
町
内
の
店
舗
で
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
す
る
町
内
の
個
人
に
購
入
費
用
の
3
分
の
2

以
内
（
千
円
未
満
切
捨
）
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
限
度
額

　
4
万
円
（
1
台
に
つ
き
）

申
請
時
必
要
物
な
ど

　
印
鑑
、
通
帳
、
購
入
す
る
処
理
機
の
見
積
書

※
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金
は
、
商

品
を
購
入
す
る
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
購
入
後
の
申
請
は
助
成
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

生
ご
み
処
理
容
器
・
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
を
補
助
し
ま
す

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
経
済
的
な
理
由
で
生
理
用

品
が
購
入
で
き
ず
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て

い
る
人
に
対

し
、
生
理
用

ナ
プ
キ
ン
を

無
償
で
お
渡

し
し
ま
す
。

配
布
期
間

　
令
和
4
年
1
月
17
日
㈪
〜

　
※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了

配
布
場
所
お
よ
び
時
間

　
越
前
町
役
場　
福
祉
課
窓
口

　
平
日　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

配
布
内
容

　
原
則
一
人
に
つ
き
1
セ
ッ
ト
（
2
パ
ッ
ク
）

受
取
方
法

　
福
祉
課
窓
口
で
、
役
場
1
階
女
性
用
ト
イ
レ

お
よ
び
福
祉
課
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
専
用

カ
ー
ド
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
中
身
が
見
え
な
い
よ
う
、
袋
に
入
れ
て
お
渡

し
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

生
理
用
品
の
無
償
配
布
を
行
い
ま
す

▲11月14日ショッピングセンターメルシ（織田）での様子

▲専用カード

▲ポスターコンテスト入賞作品
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問合せ先
税務課　☎34-8709

　令和4年1月1日現在、町内に住所のある以下の人は、令和3年1月1日から令和3年12月31日までの
収入状況などの申告が必要です。

住民税（町・県民税）の申告をお願いします

　丹南税務研究会では、税知識を普及するための租税教育の一環として、税についてのポスターを募集し
ており、本年度も丹南5市町の16の小学校から195点の応募があり、最優秀賞の藤井希帆さん（朝日小学
校6年）をはじめ、14点が入賞作品に選ばれました。どの作品も納税の大切さが一目でわかる素晴らしい
ものとなっています。
　なお、入賞作品につきましては、令和4年1月17日（月）から21日（金）までの間、越前町役場1階エン
トランスホールに展示しますので、ぜひご覧ください。

「税についてのポスター」入賞者発表

申告日時・場所
日　　　　　　　　　　時 場　　所

令和4年2月1日（火）～ 3月15日（火）
（土・日曜日・祝日を除く） 午前9時～午後4時 越前町役場

1.	確定申告を行った人
2.	所得が給与所得のみで、勤務先事業所か
ら越前町へ給与支払報告書が提出されて
いる人

3.	収入が公的年金のみで、追加で各種控除
を受ける必要がない人

4.	収入がなかった人のうち、町内に住所が
ある親族の税法上の扶養となっている人

申告が不要な人
1.	所得の計算に必要な帳簿書類（現金出納帳、売上帳、仕入帳、
経費帳などの記帳が義務化されています）

2.	給与所得、年金収入がある人はその源泉徴収票
3.	その他収入が証明できるもの（収入がなかった人はその理
由などの聞き取りを行います）

4.	所得控除を受ける場合は、その証明書など
5.	マイナンバーカード
	 （マイナンバーカードがない場合、通知カードなどマイナン
バーが分かる書類＋運転免許証などの本人確認書類）

申告に持参するもの

1.	営業、地代、家賃、配当、農業などの所得があった人や、
外交員報酬、個人年金、シルバー人材センターの配分
金、講師などの謝礼、生命保険などの満期金などを受
け取った人

2.	給与所得のある人で、勤務先事業所から越前町へ給与
支払報告書の提出がない人	

3.	給与所得のある人で、他に収入があった人や、給与の
源泉徴収票に記載のない社会保険料や扶養控除、生命
保険料控除などの各種控除を受けようとする人

4.	公的年金受給者で、他に収入があった人や、年金の源
泉徴収票に記載のない社会保険料や扶養控除、生命保
険料控除などの各種控除を受けようとする人

5.	遺族年金や障害年金などの非課税年金のみを受給して
いた人や、雇用保険のみを受給していた人

6.	収入はないが、自分を税法上の扶養としている者が単
身赴任などで町外に居住している人

7.	収入がなかった人（町内に住所がある親族の税法上の
扶養となっている人を除く）　など

確定申告が必要となる場合もありますので、ご注意ください。

申告が必要な人

　確定申告をする必要のある人が期限内に申告・納税をしなかった場合には、後で不足する税金を納め
ていただくだけでなく、加算税や延滞税を納めていただく場合がありますので、ご注意ください。

　「入場整理券」は会場で当日分を配付するほか、国税庁の LINE 公式アカウントでのオンライン事前
発行も行っておりますので、ぜひご利用ください。
　なお、「入場整理券」の配付枚数には限りがありますので、ご承知おきください。
　配付状況は国税庁ホームページに掲載されますが、実際の配付状況とホームページ掲載内容には、
更新タイミングによるズレが生じることをご了承ください。
　ご来場の際は、「検温の実施」「マスク着用」及び「手指消毒」にご協力をお願いします。咳・発熱（37.5
度以上）等の症状のある人や体調のすぐれない人は、入場をお断りさせていただきます。

　給与所得がある人、年金収入や副業等の雑所得がある人などは、マイナンバーカードとスマートフォン
を使えば、いつでも便利に確定申告ができます。

●スマホ専用画面で入力がスムーズ！

●スマホのカメラで、給与所得の源泉徴収
票を撮影すると、自動で申告内容に反映！

●マイナポータルとの連携で、自動入力でき
る情報があります！

●還付金の振込みが書面提出よりも早い！

メリットたくさん、申告はぜひスマホで！！

開設期間 2月16日（水）～ 3月15日（火）の平日

受付時間

午前8時30分～午後4時（「入場整理券」がなくなり次第、受付終了）
○申告相談は午前9時から開始します。
○「入場整理券」により入場時間を指定させていただきます。
○申告相談を希望される人は、2月中の来場をお勧めします。
（注）3月に入ると会場の大変な混雑が予想されます。

申告と納税は期限内にお願いします

武生税務署の申告会場へお越しの人は、
会場内の混雑緩和のため「入場整理券」が必要です

確定申告は、ネットでかんたん・便利に！
スマートフォンから自宅でいつでも申告できます

所得税・復興特別所得税・贈与税　　3月15日（火）
個人事業者の消費税・地方消費税　　3月31日（木）

令和3年分の
申告と納税の期限は

武生税務署からのお知らせ

スマートフォンは
こちらから

問合せ先　武生税務署　☎22-0890（自動音声案内）

最優秀賞	 藤　井　希　帆（朝日小6年）

優 秀 賞	 清　水　美　緒（朝日小6年）
	 高　野　仁　瑚（朝日小6年）
	 水　田　尚　希（朝日小6年）
	 清　水　結　月（朝日小5年）
	 山　内　一　穂（宮崎小6年）

特 賞	 久　保　美波望（朝日小6年）
	 鷲　田　菜々子（朝日小6年）
	 池　田　光　音（朝日小5年）
	 間　所　　　環（宮崎小6年）
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白い雪心の汚れ落としたよ	 林　栄美子
苦労して出した結果はゆるぎない	 嵐　喜美枝川 柳

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  11月16日〜12月１５日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課

令和３年度	 玉田橋上部工架設工事 上 川 去 50,160,000 ㈱丸安建設 建 設 課
令和３年度	 新橋補修工事 小 曽 原 3,405,600 斉藤建設㈱ 建 設 課
令和３年度	 アクティブハウス越前プール棟修繕 厨 3,069,000 ㈱大生 商工観光課
令和３年度	 町道気比庄線道路舗装補修工事 気 比 庄 2,585,000 ㈱大生 建 設 課
令和３年度	 高佐浄水場急速ろ過機外面塗装工事 高 佐 2,805,000 ㈱大生 上下水道課
令和３年度	 道の駅パークイン丹生ヶ丘（その１）改修工事 上 川 去 22,467,500 ㈱大生 商工観光課
令和３年度	 道の駅パークイン丹生ヶ丘（その２）改修工事 上 川 去 5,940,000 ㈲細川電工 商工観光課
令和３年度	 道の駅パークイン丹生ヶ丘（その３）改修工事 上 川 去 8,745,000 ㈱大生 商工観光課
令和３年度	 湯屋ヶ谷線林道災害復旧工事 上 糸 生 8,712,000 ㈱丸安建設 農林水産課
令和３年度	 臼ヶ谷線林道災害復旧工事 上 糸 生 4,004,000 ㈱森下組 農林水産課
令和３年度	（県単）下糸生地区農地災害復旧工事（その１） 下 糸 生 2,508,000 ㈲江指組 農林水産課
令和３年度	 小川地区農地災害復旧工事（4230-3011） 小 川 7,997,000 丹南開発㈱ 農林水産課
令和２年度（繰）　越前町防災行政無線（同報系）移設工事　 陶 の 谷 5,830,000 ㈱ほくつう福井支社 防災安全課

令和4年越前消防団出初式

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

越前消防団　団員募集中
消防団に入って、越前町を守ってみませんか？

I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

図書館だより

町立図書館		☎34–0395　　越 前 分 館		☎37–7713
宮 崎 分 館		☎32–7713　　織 田 分 館		☎36–2288

問合せ先

　この「大賞」は、令和2年7月から3年6月までの間に発行された新刊書のノンフィクション本を対象に審
査されました。新刊書を扱う書店の書店員に投票権があり、一次投票でノミネート作品を選び、二次投票で
大賞作品を選びます。
　新刊の日本の小説を対象に行われる「本屋大賞」はよく知られていますが、「ノンフィクション本のおもし
ろさや豊かさをもっと体験して欲しい」との思いで実施されています。実体験や事実をもとに書かれた本を
読むことにより、疑似体験をして多くのことを知り、人の様々な思いを知ることも、面白いと思います。

「ノンフィクション本大賞」を読んでみませんか？

Yahoo! ニュース　本屋大賞　2021年ノンフィクション本大賞

ノミネート作品
『海をあげる』	…………………………………………………… 上間　陽子（著）　筑摩書房

『あの夏の正解』	…………………………………………………… 早見　和真（著）　新潮社

『キツネ目　グリコ森永事件全真相』	 ………………………… 岩瀬　達哉（著）　講談社

『ゼロエフ』	 ……………………………………………………… 古川　日出男（著）　講談社

『デス・ゾーン　栗城史多のエベレスト劇場』	 ………………… 河野　啓（著）　集英社

『分水嶺　ドキュメント　コロナ対策専門家会議』	……… 河合　香織（著）　岩波書店
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▲陸上自衛隊による除雪（北陸自動車道下り）

▲今後の雪
▲「今後の雪」
　（気象庁）

　令和4年1月9日（日）、消防団員125人、消防車両14台が越前町役場に集結し、越前消防
団出初式を行います。1年の無火災・町民の健康と安全を祈念するとともに医療従事者への感謝
の気持ちを込めた一斉放水をご覧ください。

※まとい餅の配布は行いません。
※会場内ではマスクを着用し、人との距離を保っていただき新型コロナウイルス感染対策にご協力をお願いします。
　また、体調に不安のある人は、ご来場をお控えいただきますようお願いいたします。

日時 令和4年１月9日（日）　午前8時３０分～9時３０分
場所 越前町役場　東側駐車場

※車でお越しの際は、役場正面駐車場
をご利用ください。

会場案内図

内容 観 閲 式　午前８時３０分～４０分
一斉放水　午前９時００時～１５分
終 了 式　午前９時２５分～３０分

観  閲  式
会 場

一斉放水
会場

越前町役場

一般・職員・団員駐車場

来賓駐車場

一
般
見
学
場
所

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
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AED電気ショックで甦る	 松村　典子
苦労して作った結果稲穂垂れ	 武藤　久子川 柳 停電が灯火管制比べれば	 笹下　利行

電気の灯子の帰り待つ親心	 渡辺　照子川 柳

1/15土

▲ 3/3木

冬を楽しもう
プラントピア

開園時間　午前9時～午後5時（入園受付は午後4時まで）	　入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円

問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

スタンプラリー『プラントピアでスタンプラリー『プラントピアで 退治』退治』
プラントピアに鬼が乗り込んできた。館内に隠れている鬼キャラを探して鬼退治をしよう。
スタンプを全て集めるとお菓子がもらえるよ。
日　時	 1月15日（土）～ 3月3日（木）　午前9時～午後5時　　場　所　植物館内

親子で楽しむクラフト作り『花咲くひなまつり』親子で楽しむクラフト作り『花咲くひなまつり』
カラフルに彩られた木の実やドライフラワーを使って、
可愛いひな飾りを作ろう。
日　時	 2月5日（土）～ 3月3日（木）　午前9時～午後3時
場　所	 植物館1階　休憩室
材料費	 500円（入園料別途）　※材料がなくなり次第終了となります。
申込み	 お電話にてお申し込みください。 ▲親子で楽しむクラフト作り（直径約13㎝）

どんぐり雛リース作り『うさぎのひな祭り』どんぐり雛リース作り『うさぎのひな祭り』
どんぐり人形のお雛様とお内裏様を飾り付けてリースを作ります。
日　時	 2月5日（土）～ 3月3日（木）　午前9時～午後3時
場　所	 植物館1階　休憩室
対象年齢	 10歳～（グルーガンを使用するため年齢制限しております）
材料費	 1,000円（入園料別途）
定　員	 先着20人
申込み	 お電話にてお申し込みください。▲どんぐり雛リース作り（直径約21㎝）

押し花キーホルダー作り『バレンタインキーホルダー』押し花キーホルダー作り『バレンタインキーホルダー』
チョコレートやマカロンの可愛いイラストの台紙に押し花
を貼り付けてキーホルダーを作ります。
日　時	 1月15日（土）～ 2月14日（月）　午前9時～午後3時
場　所	 1階　休憩室
材料費	 300円（入園料別途）
	 ※材料がなくなり次第終了となります。
申込み	 お電話にてお申し込みください。▲押し花キーホルダー作り

初心者向け きがるに たのしく

入門編および応用編の開催日 下記からお選びください

会　　　場 教室内容 開　　　　催　　　　日 定　員

越前町
生涯学習センター

入門編 1 月20日（木）　午前10時から 10人

応用編 1 月27日（木）　午前10時から 10人

宮崎
コミュニティセンター

入門編 1 月20日（木）　午後 2 時から 10人

応用編 1 月27日（木）　午後 2 時から 10人

越前
コミュニティセンター

入門編 1 月19日（水）　午後 2 時から 10人

応用編 1 月26日（水）　午後 2 時から 10人

織田
コミュニティセンター

入門編 1 月13日（木）　午後 2 時から 10人

内容・時間・持ち物

スマホの基本操作
⃝電源の入れ方、ボタン操作
⃝電話のかけ方、カメラの使い方
⃝インターネットの使い方
⃝スマートフォンアプリの　　　
　ダウンロード方法

スマホによる行政手続
⃝マイナンバーカードの申請方法
⃝マイナポータルの活用方法

持ち物
⃝スマートフォン
※スマートフォンをお持ち
でない場合は、スマート
フォンを貸し出しします。

持ち物
⃝ご自身のスマートフォン
⃝個人番号カード交付申請書
（QRコード付）

　　入門編（60分）

　　応用編（60分）

スマートフォン（スマホ）教室スマートフォン（スマホ）教室

申込方法	 下記問合せ先までお申し込みください

受 講 料	 無料

講 師	 丹南ケーブルテレビデジタル活用支援員

備 考	 教室の様子はデジタルカメラなどで撮影され、丹南ケーブルテレビの
	 ホームページなどに掲載される場合があります。

問合せ先	 情報統計室　☎34–8701

　越前町の小中学校の再編（案）について、地域のみなさんを対象に説明会を開催し、
いただいたご意見など、その概要については、町ホームページにて掲載しています。
　今後、みなさんのご意見により、再編（案）の見直しを行い、改めて公表する予定です。
　意見については引き続き募集しております。

越前町小中学校の再編（案）についての説明会を開催しました

問合せ先　学校教育課　☎34‒8716
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結果聞く医師とカルテに願掛ける	 司辻　文子
家々に電気が灯り気か和む	 向当みつ子川 柳 イルミネーション煌めく道路足止まる	 山内　千代

結果出て真っ白になる脳の中	 山谷　ゆり川 柳

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第71回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

「健康チャレンジ講座」～体脂肪・筋力測定から始める健康づくり～  参加者募集！
　めったに測定することのできない筋肉量や体脂肪量などを体組成計で
測定します。
　また、筋力アップの運動を学びます。
　ご自身に合った健康づくりを考えていきましょう。

日　時	 令和4年1月26日（水）
	 （受		　付）午後1時15分〜 1時40分
	 （測		　定）午後1時15分〜 2時
	 （講義・実技）午後2時〜 3時

場　所	 越前町生涯学習センター　カメリアホール

内　容	 ◦体組成成分計測
	 　（筋肉や脂肪の量が分かります）

※心臓ペースメーカーなどがある人は計測で
きません。

◦健康運動指導士による運動指導

対象者	 おおむね40～ 74歳までの人

参加費	 無料

定　員	 20人

持ち物	 飲み物、えちぜん健康チャレンジ
ポイントカード（持っている人）

	 動きやすく、靴下がすぐ脱げる服
装でお越しください。

申込み	 健康保険課（☎34‒8710）に
	 ご予約ください

※この講座の参加で、えちぜん健康チャ
レンジのポイントが獲得できます。

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
	1 月 1 日㈯

織田病院 ☎36–1000	1 月 2 日㈰
	1 月 3 日㈪
	1 月 9 日㈰ 橘医院 ☎36–0015
	1 月10日㈪ 織田病院 ☎36–1000
	1 月16日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
	1 月23日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
	1 月30日㈰ 両林医院 ☎37–0005

♠心をいやす相談会（予約制）
	1 月22日㈯ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥5歳児健診
	1 月19日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
	1 月26日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
	1 月21日㈮ 午前 9 時30分～正午 朝日子育て支援センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♥すくすく教室（予約制）
	1 月27日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制） 
	1 月20日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝日保健センター

♥離乳食教室（予約制）
	1 月28日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

受　付　時　間 健診※1 肺がん 胃がん 子宮頸がん 乳がん

	1	月27日㈭ 生涯学習センター 午後 1 時～ 3 時 ● ● ●
※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。
※2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1 ～ 4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで

※年始は1月3日までお休みです　　※1月29日はお休みです

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

※年始は1月3日までお休みです

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
1 月 4 日㈫

午後 1 時～ 4 時
越前地域福祉センター

1月18日㈫ 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）　※介護講座
1 月25日㈫ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
1 月25日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

　排便のリズムや状態は、月齢や体質によって変わってきます。
　個人差が大きいお子さんの排便は、日頃から元気な時の状態をよく知っておいて、
きげんや食欲など全体の様子を見ながら確認していきましょう。

※気になるときは受診前に次のポイントを事前にチェックして医師に相談しましょう。
　特に気がかりなとき（赤、白、黒のうんちは要注意！）は、うんちのついたオムツを持参してください。
　□ 1日にする回数　　□	色や形　　□	におい　　□	赤ちゃんの様子

成長に伴って変化する成長に伴って変化する
排便のリズムについて排便のリズムについて

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

★0〜 4か月頃
⃝授乳のたびにうんちをします。
（1〜 2か月頃：ゆるくて水っぽ
く、量も少ない）

⃝だんだんとドロドロ状になり回
数も減ってきます。（3か月頃）

⃝うんちの出が悪いときは、母乳
不足の可能性もあるので、気に
なるときは授乳回数や時間を
チェックしましょう。

★5〜 11か月頃
⃝離乳食がうんちの状態に影響す
ることがあります。

⃝ゆるくなったり便秘気味になっ
たりしますが、これはお腹が母
乳やミルク以外に慣れていない
こともあり、食
欲があり元気で
あれば心配いり
ません。

★1歳〜
⃝規則正しい食事で排便リズムを
整えていきましょう。
⃝大人と同じものを食べるように
なってくるため、大人と同じ状
態になってきます。
	 早寝早起きをして朝食をしっか
りとるなど、1日3回の食事リ
ズムを整えることで、排便リズ
ムも整ってきます。

新型コロナワクチンの追加接種（3回目接種）について
News about COVID-19

対象者
2回目の接種完了から原則8か月以上経過した18歳以上の人

町内医療機関および集団接種会場で使用するワクチン
追加接種についてはファイザー製ワクチンおよび武田／モデルナ社ワクチンを使用予定

接種券の発行申請が必要な場合
①他自治体で2回接種した後に越前町へ転入された人
②海外で2回接種した人

接種回数
1回（無料）

　新型コロナワクチンの感染予防効果は時間の経過に伴い、徐々に低下するとの報告があることから、追加接種を実施
することになりました。
　越前町においても、国の方針に基づき接種体制を確立し、町民のみなさまが円滑に接種できるよう努めていきます。

問合せ先　健康保険課　☎34‒1230

接種券の発送時期
2回目接種日から原則8か月を経過する人へ順次接種券を発送しますので大切に保管してください。
接種券が届きましたら、同封の書類をご確認の上、追加接種を希望される人は接種日をご予約ください。

2回目接種月
令和 3 年 5 月
令和 3 年 6 月
令和 3 年 7 月
令和 3 年 8 月

3回目接種月 接種券の発送時期
令和 4 年 1 月〜 令和 3 年12月下旬
令和 4 年 2 月〜 令和 4 年 1 月下旬
令和 4 年 3 月〜 令和 4 年 2 月下旬
令和 4 年 4 月〜 令和 4 年 3月下旬

※接種日や接種券の発送時期に関する日程は、今後の国の方針により変更になる可能性があります。

広報 えちぜん 18広報 えちぜん19 令和	４	年	１	月号令和	４	年	１	月号

えちぜん健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 生き抜いた結果光輝放つことば	 原　　榮子川 柳

■	「新春！たんなん歌謡祭」
1月1日（土・祝）～3日㈪
午前10時～　午後3時～　午後10時～
丹南ケーブルテレビにゆかりのある歌手による超豪
華歌謡祭をお送りします。

■	「丹南見聞録　新春放談　丹南の三首長に聞く」
1月8日㈯～14日㈮
午前8時～　午後5時～　午後8時～
山田賢一越前市長、佐々木勝久鯖江市長、青柳良彦越前
町長に新年の抱負、行政運営の考えなどを聞きます。

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
102

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編  

㉖  

―

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

1月の越前町関連の番組放送予定

丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

■	「越前町いきいき情報局」
生活のオトク情報を放送中！
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！

1月1日 ~3日	 『越前町長新年を語る』
1月4日~14日	 『つるかめ体操を紹介します』
1月15日 ~29日	『令和4年度越前町成人式』
1月30日 ~	 『国際交流室から一言』

学芸員M

E子

知ってる人が
出演してるかも? 丹南ケーブルテレビ

キャラクター
けーぶるん

なかよしひろば（園開
放）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対
策のため、個別対応と
させていただいていま
す。利用を希望する人
は保育所（園）にお問
い合わせください。

保育所（園） 電話番号

朝日西保育所 34–5602

朝日南保育所 34–1614

あさひ保育所 34–0081

あさがお保育園 34–1110

宮崎中央保育所 32–2067

小曽原保育所 32–2039

陶の谷保育所 32–3014

西徳寺保育園 37–1354

四ヶ浦保育園 37–0305

織 田 保 育 所 36–0160

はぎのこども園 36–0396

たいら保育園 36–0251

人口と世帯
（12月1日現在）

人　口 20,611 人

　男 10,044 人
　女 10,567 人
世帯数 7,205 戸

（前月より36人の減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

　
こ
の
写
真
は
越
前
焼
で
作
ら
れ
た
今
年
の
干

支「
寅ト

ラ

」の
置
物
で
す
。

　
今
年
は
36
年
に
一
度
の「
五
黄
の
寅
」年
、60

年
に
一
度
の「
壬
寅
」年
に
当
た
り
ま
す
。「
寅
」

の
文
字
は「
螾ミ

ミ
ズ

」か
ら
来
て
い
る
そ
う
で「
豊
穣

を
助
け
る
螾
が
土
の
中
で
動
き
、
芽
吹
き
が
始

ま
っ
た
状
態
」を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
一
旦
の
落

ち
着
き
を
み
せ
て
い
ま
す
が
、
油
断
は
で
き
ま

せ
ん
。
春
の
生
命
力
を
感
じ
る
こ
の
年
に
、
み

ん
な
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
に
力
強
く
立
ち
向
か
っ
て
い
く
一
年
に
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

表
紙
の
写
真

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
、
き
め
細
や
か
な
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
使
っ
た
情
報
発
信
に
力
を
い

れ
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
性
を
生
か
し
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
を
お
届
け
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
と
も

だ
ち
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

編
集
後
記

（
敬
称
略
、
12
月
15
日
現
在
）

（
12
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

東
内
郡	

河
瀨
　
　
功
さ
ん
（
78
歳
）

朝
　
日	

佐
々
木
義
男
さ
ん
（
86
歳
）

佐
々
生	

山
田
　
　
巖
さ
ん
（
93
歳
）

佐
々
生	

藤
井
　
　
靜
さ
ん
（
95
歳
）

田
　
中	

勝
見
　
直
哉
さ
ん
（
42
歳
）

田
　
中	

笠
原
　
謙
治
さ
ん
（
87
歳
）

宝
泉
寺	

森
下
ふ
さ
を
さ
ん
（
100
歳
）

横
　
山	

蓑
輪
ス
ギ
子
さ
ん
（
81
歳
）

小
　
倉	

安
井
ス
ヱ
ヲ
さ
ん
（
98
歳
）

下
糸
生	

古
﨑
　
忠
志
さ
ん
（
77
歳
）

上
糸
生	

松
村
　
艶
子
さ
ん
（
94
歳
）

小
　
川	

野
村
ユ
キ
ヱ
さ
ん
（
88
歳
）

樫
　
津	

橋
本
　
　
繁
さ
ん
（
90
歳
）

梅
　
浦	

嶋
　
　
誠
一
さ
ん
（
93
歳
）

大
　
樟	

島
津
　
　
勉
さ
ん
（
86
歳
）

米
　
ノ	

伊
藤
　
繁
雄
さ
ん
（
73
歳
）

高
　
橋	

駒
野
ひ
で
子
さ
ん
（
89
歳
）

寺
　
家	

水
嶋
み
づ
の
さ
ん
（
97
歳
）

杉
の
花	

川
上
　
　
學
さ
ん
（
89
歳
）

市
　
場	

杉
本
　
　
明
さ
ん
（
87
歳
）

小　

倉	

渡わ
た

邉な
べ　
　

碧
あ
お
い（

尚
人
、
男
）

小　

倉	

堀ほ
り

川か
わ　

琉る

唯い

（
岳
訓
、
男
）

宇
須
尾	

小こ

林
ば
や
し　

由ゆ

依い

（
恭
之
、
女
）

新　

保	

新あ
ら

井い　

敬た
か

道み
ち

（
達
也
、
男
）

高　

佐	

山や
ま

下し
た　

煌お

翔と

（
賢
二
、
男
）

Ｅ
子	

　
こ
ん
に
ち
は
。
前
回
は
、
膨
大
な
数
の
漢
訳
経

典
を
整
理
す
る
た
め
、中
国
で
は
経
典
目
録
で
あ

る「
経

き
ょ
う

録ろ
く

」
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
で

し
た
。

学
Ｍ	

　
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
一
切
経
の
成
立
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

Ｅ
子	

　
そ
も
そ
も
、「
一
切
経
」と
い
う
言
葉
は
い
つ
か

ら
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

学
Ｍ	

　

古
写
経
の
遺
品
を
見
る
と
、
す
で
に
北ほ

く

魏ぎ

（
三
八
六
〜
五
三
四
）の
時
代
に
あ
り
ま
し
た
。

	

　
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る『
雑ぞ

う

阿あ

毘び

曇ど
ん

心し
ん

経き
ょ
う』巻
第
六
の
奥
書
に
、「
十
の
一
切
経

を
撰
写
す
。一
々
の
経
は
一
千
四
百
六
十
四
巻
な

り
」と
見
え
ま
す
。

Ｅ
子	

　
「
一
〇
部
の
一
切
経
を
書
写
し
、一
切
経
一
部
の

巻
数
は
一
四
六
四
巻
で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で

す
か
。こ
れ
は
何
年
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
太
和
三
年（
四
七
九
）で
す
。ま
た
、知
恩
院
所

蔵
の
国
宝『
菩ぼ

薩さ
つ

処し
ょ

胎た
い

経き
ょ
う』奥
書
に
は
、「
大
魏
国

内
一
切
乗
蔵
」と
あ
り
ま
す
。

	

　

こ
れ
は
一
切
経
の
遺
品
と
確
認
で
き
る
世
界

最
古
の
も
の
で
、西
魏
の
大
統
十
六
年（
五
五
〇
）

の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　
五
世
紀
に
は
、す
で
に
一
切
経
と
い
う
概
念
が

あ
っ
た
の
で
す
ね
。多
量
の
経
典
を
書
写
す
る
に

は
、多
く
の
人
手
が
必
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

学
Ｍ 

　
一
切
経
の
編
纂
に
は
、テ
キ
ス
ト（
底
本
）と
な

る
経
典
の
入
手
や
、筆
・
墨
・
紙
と
い
っ
た
道
具

の
手
配
に
、高
額
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

	

　
ま
た
、
多
く
の
人
の
手
を
介
し
て
、
染
め
た
紙

を
継
い
で
経
巻
に
仕
立
て
、経
文
を
書
写
し
ま
す
。

Ｅ
子 

　
と
て
も
、個
人
が
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
ね
。

学
Ｍ 

　
そ
う
で
す
。
中
国
で
は
、
国
家
が
写
経
所
を
作

り
、専
門
の
写
経
生
を
集
め
て
写
経
を
進
め
る
な

ど
、皇
帝
や
皇
族
に
よ
る
国
家
的
規
模
の
事
業
と

し
て
一
切
経
編
纂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

	

　

唐と
う

代
に
成
立
し
た『
法ほ

う

苑お
ん

珠じ
ゅ

林り
ん

』
の「
伝
記

篇
」
に
は
、
南
朝
の
斉せ

い（
四
七
九
〜
五
〇
二
）・

陳ち
ん（
五
五
七
〜
五
八
九
）、
北
朝
の
北
魏
・
北ほ

く

斉せ
い

（
五
五
〇
〜
五
七
七
）、隋ず

い（
五
八
一
〜
六
一
八
）に

お
い
て
、歴
代
の
皇
帝
た
ち
が
一
切
経
の
書
写
事

業
を
行
っ
た
記
事
が
見
え
ま
す
。

Ｅ
子 

　

唐（
六
一
八
〜
九
〇
七
）
の
時
代
に
は
、
玄げ

ん

奘じ
ょ
う

（
六
〇
二
〜
六
四
）
が
イ
ン
ド
よ
り
経
典
を
将
来

し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
盛
ん
に
一
切
経
が
作
ら

れ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ 
　

写
経
活
動
は
玄
奘
の
頃
を
頂
点
に
熱
心
に
行

わ
れ
、八
世
紀
に
な
る
と
次
第
に
衰
微
し
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
武
宗
に
よ
る
仏
教
弾
圧
で
あ
る

「
会か

い

昌し
ょ
うの
廃
仏
」（
八
四
二
〜
四
五
）
が
契
機
と
な

り
、中
国
仏
教
は
衰
退
し
ま
し
た
。

	

　
そ
の
た
め
、五
代
十
国
時
代（
九
〇
七
〜
七
九
）

に
お
け
る
一
切
経
の
遺
品
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｅ
子	

　

あ
れ
だ
け
盛
ん
な
仏
教
へ
の
信
仰
が
衰
え
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
。残
念
で
す
ね
。

学
Ｍ	

　
次
回
は
、一
切
経
編
纂
に
大
き
な
画
期
と
な
っ
た

中
国
・
宋
代
の
様
子
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

京
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仏
教
各
宗
学
校
連
合
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編『
新
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蔵
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―
成
立
と
変
遷
』法
蔵
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〇
年

佛
教
史
学
会	

編『
仏
教
史
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』法
蔵

館　
二
〇
一
七
年
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新春福引
期　日	 8日（土）・9日（日）・10日（月・祝）
時　間	 9：00 ～ 17：00
場　所	 福井県陶芸館　資料館ロビー

お菓子まき
お菓子ざっくざく。大好きなお菓子をゲットしよう♪
グループに分けて開催します。
期　日　10日（月・祝）
時　間　10：00～（整理券配布9：30）
場　所　福井県陶芸館前エントランス
料　金　無料
定　員　先着120人　当日先着順
対　象　中学生以下

駄菓子屋さん
期　日	 8日（土）・9日（日）・10日（月・祝）
時　間	 9：00～ 16：00
場　所	 むかし遊び会場内
料　金	 お好きな駄菓子5個　200円

特  集

お菓子まきや宝探し、はぴりゅうチャレンジ、
獅子舞などおめでたい催事が盛りだくさん！
ご家族そろってお楽しみいただけます。

場　　所 	 福井県陶芸館
問合せ先 	 福井県陶芸館　☎32–2174

1/8土・9⃝日・10 月・祝

新年の陶芸館は地元の
みなさんへの感謝を込めて

9：00〜16：00

新春お宝探し　　※荒天時中止
越前陶芸村に隠された100個のお宝の玉を探そう！
玉の中にお宝引換券が入っているよ。
期　日	 8日（土）
時　間	 9：00 ～ 12：00
場　所	 越前陶芸公園（引換：資料館ロビー）
料　金	 無料
定　員	 先着100人（引換は1人1回限り）申込不要
対　象　中学生以下

福を招く越前焼「まねきねこ」を作ろう
「お金」を招く、	「人」を招く、いろんな福がやってくる
ように願いを込めて縁起物の招き猫を作ろう。
期　日	 8日（土）・9日（日）・10日（月・祝）
時　間	 9：00～ 15：00（随時受付）
場　所	 福井県陶芸館　陶芸教室
料　金	 1,800円

◦おぜんざいと日本茶
◦3種類の水ようかんとお抹茶
◦甘酒と生姜せんべい
◦ホット抹茶ミルクとクッキー
◦新春の生菓子とお抹茶
◦新春の干菓子とお抹茶

時　間	 9：00～ 16：30
場　所	 福井県陶芸館
	 茶苑
料　金	 各600円

はぴりゅうとあそぼう！
期　日	 8日（土）・9日（日）・10日（月・祝）
時　間	 14：00 ～ 15：00（整理券配布13：00～）
場　所	 福井県陶芸館前エントランス
料　金	 無料
定　員	 先着50人　当日先着順
対　象	 中学生以下 むかし遊び

だるま落とし、かるた、お手玉、おはじきなど、
昔ながらの懐かしい遊びを体験してみよう。
期　日　8日（土）・9日（日）・10日（月・祝）
時　間　9：00～ 16：00
場　所　福井県陶芸館　茶苑
料　金　入場料200円

デコ羽子板作り
羽子板を縁起物でデコレーションし、オリジナルの
羽子板を作ろう。SNS映えバッチリ！
期　日	 8日（土）・9日（日）・10日（月・祝）
時　間	 9：00～ 12：00／ 13：00～ 16：00
場　所	 福井県陶芸館　陶芸教室
料　金	 1,200円　　定　員　各日24人

新春特別メニュー

陶芸村だより 2022年

1月

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

福井県陶芸館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

特別講師 茨木小夜美氏
期　間 1 月23日（日）
時　間 10：00～、13：00～
所要時間 1 時間半
場　所 越前古窯博物館
 旧水野家住宅

黒釉薬で焼き上げた越前焼
の皿に金箔を箔押しします。
好きな模様のステンシルシー
トを選び、漆代わりの薬を塗っ
て金箔を貼り、オリジナルデ
ザインの飾り皿を作ります。

越前焼越前焼にに金箔押金箔押しし体験体験

料　金 2,800円
 お抹茶・季節の生菓子付
定　員 各回 8 人
 事前予約優先

特別講師 ハナムスビ　水野氏
期　間 1 月30日（日）
時　間 10：00～、13：00～
所要時間 2 時間
場　所 越前古窯博物館
 旧水野家住宅

お雛様が展示された
古民家で、つまみ細工
のかわいらしいお雛様
を手作りします。日本の
伝統文化をゆっくりとお
楽しみいただけます。

つまみ細工のお雛様作り

料　金 3,000円
 ホット抹茶ミルク・
 クッキー付
定　員 各回 6 人
 事前予約優先

期　間　1 月16日（日）
時　間　10：00～、13：00～
所要時間　2 時間
場　所　越前古窯博物館
 旧水野家住宅

陶芸公園の植物で草木
染した毛糸を使って、
卓上織り機でコース
ター作りをします。優
しい天然の色味でかわ
いらしいコースターを
2枚作ります。

草木染の毛糸で作るコースター

料　金　1,500円
 ホット抹茶ミルク・
 クッキー付
定　員　各回 6 人
 事前予約優先

期　間 1 月15日（土）、
 16日（日）
時　間 14：00～
所要時間 1 時間30分

越前焼の土台に粘土で烏帽
子や笏、着物や桧扇などを
作って貼り付け、オリジナ
ルの陶びなを作ります。ウ
サギや猫の変わり雛を作っ
たり、自分好みの雛人形作
りにチャレンジしよう。

越前焼の雛人形を作ろう

場　所 福井県陶芸館
 陶芸教室
料　金 2,000円
定　員 各回10組（1 組 3 人まで）
 事前予約優先

Window Gallery 「てにをは」Window Gallery 「てにをは」

期　間　１月14日（金）～３月１３日（日）

窓辺のギャラリー「てに
をは」。作り手の思いを
お客様に伝えたい。互
いをつなげる展示。１月、
２月は奈々司窯　佐藤 
裕司氏です。

わたわたししののいちおいちおしし展展
期　間　１月14日（金）～３月１３日（日）

窯元おすすめの器や新作たちを展示販売。ひとつひとつ丹精込め
て作り上げた作品を手にとってご覧ください。1 月、2 月展示作家
は柳瀬陶房（柳瀬）、踏青舎（泉）、竜仙窯（岩間）です。

京都に生まれ、福井の地で故・木村盛和氏に師事し、陶芸村に桃山窯を築窯し45年。繊細で気品溢
れる作品を作り続ける木村好博氏の作陶展を、越前陶芸村文化交流会館・新春展示として開催しま
す。日々の暮らしに溶け込む器から、茶の湯の器まで、木村好博氏の優美な「たからもの」の数々をお
楽しみください。

時　間 9：00～17：00（最終入館は16：30）
料　金 入館無料

日　時 1月15日（土）～1月30日（日）
場　所 越前陶芸村文化交流会館　ロビー

桃山窯・木村好博  作陶展「たからもの」

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

八田獅子舞
県指定無形民俗文化財の獅子舞の
勇壮な舞をご覧いただきます。
期　日	 8日（土）
時　間	 11：00 ～ 11：30
場　所	 福井県陶芸館前　エントランス

はぴりゅうチャレンジ　紙コップつみ大会
はぴりゅうと一緒に記録に挑戦！家族で協力して紙コップを
1分間でより高く積もう。上位者にはプレゼントがあるよ。
期　日	 9日（日）　　時　間　10：00～ 11：00
場　所	 越前古窯博物館　天心堂
料　金	 無料
定　員	 30家族（1家族5人まで）事前予約優先
対　象	 中学生以下の子供を含む家族
受　付	 12/15（水）　9：00受付開始

特 賞

有機コシヒカリ有機コシヒカリ
「田んぼの天使」「田んぼの天使」
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輝け！ ●		城崎南保育所児童クラブ		●

①さつまいもは、	拍子木切りにします。その後、180℃に熱した
油で3分揚げます	。

②砂糖と水を溶かし火にかけ、	細かい泡が出
てきたら揚げたさつまいもをからめます。

③②に赤しそのふりかけをまぶしたら完成
です。

海土里ちゃん教えて  第19回

　みなさん、こんにちは。越前町食育推進マス
コットキャラクターの越

えち

前
ぜん

	海
み

土
ど

里
り

です。
　今回は、さつまいもを使った手作りおやつを
紹介します。
　さつまいもはメキシコ生まれで1609年に薩
摩（鹿児島県）に伝わり「薩

さつ

摩
ま

芋
いも

」と呼ばれる
ようになりました。 海

み

土
ど

里
り

ちゃん

城崎南保育所児童クラブは、約10人の学童さんが利用していま
す。放課後の学習や遊び、夏ならではの海遊びを紹介します。

さつまいものしそかりんとう
材料（4人分）

さつまいも……………………………………… 200g
揚げ油……………………………………………… 適量
砂糖………………………………………… 大さじ3g
水……………………………………………… 	小さじ1
赤しそのふりかけ…………………………………1.5g

夏ならではの海遊び夏ならではの海遊び

サザエ
とったよ！ 貝。

見て見て～！

集めた貝で
作ったよ！

作り方

学習のあとは、
みんなで遊び

や運動

みどりちゃんの
ひとこと
さつまいもは

ヒルガオ科の植物なので、
アサガオに似た
花が咲きます。
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こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
	1 月 1 日㈯

織田病院 ☎36–1000
	1 月 2 日㈰
	1 月 3 日㈪
	1 月 9 日㈰
	1 月10日㈪
	1 月16日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
	1 月23日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
	1 月30日㈰ 両林医院 ☎37–0005

♠心をいやす相談会（予約制）
	1 月22日㈯ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥5歳児健診
	1 月19日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
	1 月26日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
	1 月21日㈮ 午前 9 時30分～正午 朝日子育て支援センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♥すくすく教室（予約制）
	1 月27日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制） 
	1 月20日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝日保健センター

♥離乳食教室（予約制）
	1 月28日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

受　付　時　間 健診※1 肺がん 胃がん 子宮頸がん 乳がん

	1	月27日㈭ 生涯学習センター 午後 1 時～ 3 時 ● ● ●
※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。
※2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1 ～ 4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで

※年始は1月3日までお休みです　　※1月29日はお休みです

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

※年始は1月3日までお休みです

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
1 月 4 日㈫

午後 1 時～ 4 時
越前地域福祉センター

1月18日㈫ 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）　※介護講座
1 月25日㈫ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
1 月25日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

【訂正版】

※休日当番医表内にて、誤りがございましたので、上記のとおり訂正いたします。　

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
	1 月 1 日㈯

織田病院 ☎36–1000
	1 月 2 日㈰
	1 月 3 日㈪
	1 月 9 日㈰
	1 月10日㈪
	1 月16日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
	1 月23日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
	1 月30日㈰ 両林医院 ☎37–0005

♠心をいやす相談会（予約制）
	1 月22日㈯ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥5歳児健診
	1 月19日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
	1 月26日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
	1 月21日㈮ 午前 9 時30分～正午 朝日子育て支援センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♥すくすく教室（予約制）
	1 月27日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制） 
	1 月20日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝日保健センター

♥離乳食教室（予約制）
	1 月28日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

受　付　時　間 健診※1 肺がん 胃がん 子宮頸がん 乳がん

	1	月27日㈭ 生涯学習センター 午後 1 時～ 3 時 ● ● ●
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毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで
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1月18日㈫ 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）　※介護講座
1 月25日㈫ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
1 月25日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター
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♥すくすく教室（予約制）
	1 月27日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制） 
	1 月20日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝日保健センター

♥離乳食教室（予約制）
	1 月28日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

受　付　時　間 健診※1 肺がん 胃がん 子宮頸がん 乳がん

	1	月27日㈭ 生涯学習センター 午後 1 時～ 3 時 ● ● ●
※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。
※2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1 ～ 4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで

※年始は1月3日までお休みです　　※1月29日はお休みです

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

※年始は1月3日までお休みです

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
1 月 4 日㈫

午後 1 時～ 4 時
越前地域福祉センター

1月18日㈫ 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）　※介護講座
1 月25日㈫ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
1 月25日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

【訂正版】

※休日当番医表内にて、誤りがございましたので、上記のとおり訂正いたします。　

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
	1 月 1 日㈯

織田病院 ☎36–1000
	1 月 2 日㈰
	1 月 3 日㈪
	1 月 9 日㈰
	1 月10日㈪
	1 月16日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
	1 月23日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
	1 月30日㈰ 両林医院 ☎37–0005

♠心をいやす相談会（予約制）
	1 月22日㈯ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥5歳児健診
	1 月19日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
	1 月26日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
	1 月21日㈮ 午前 9 時30分～正午 朝日子育て支援センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♥すくすく教室（予約制）
	1 月27日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制） 
	1 月20日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝日保健センター

♥離乳食教室（予約制）
	1 月28日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

受　付　時　間 健診※1 肺がん 胃がん 子宮頸がん 乳がん

	1	月27日㈭ 生涯学習センター 午後 1 時～ 3 時 ● ● ●
※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。
※2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1 ～ 4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで

※年始は1月3日までお休みです　　※1月29日はお休みです

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

※年始は1月3日までお休みです

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
1 月 4 日㈫

午後 1 時～ 4 時
越前地域福祉センター

1月18日㈫ 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）　※介護講座
1 月25日㈫ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
1 月25日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

【訂正版】

※休日当番医表内にて、誤りがございましたので、上記のとおり訂正いたします。　


	広報えちぜん204号
	広報えちぜん204号1
	広報えちぜん204号2

	広報えちぜん204号-2



